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私
た
ち
協
会
会

員
が
、
日
頃
安
心

し
て
充
実
し
た
診

療
が
で
き
る
の

は
、
い
つ
も
会
員

に
寄
り
添
い
、
常

に
会
員
の
為
に
尽

力
し
て
下
さ
っ
て
い
る
協
会
事

務
局
職
員
の
皆
様
の
お
か
げ
で

あ
る
と
常
々
考
え
て
お
り
、
感

謝
の
気
持
ち
は
筆
舌
に
尽
く
し

難
い
。
協
会
と
雇
用
契
約
を
締

結
し
て
い
る
職
員
が
働
き
や
す

い
職
場
環
境
を
整
備
し
、
心
身

へ
の
負
担
が
か
か
ら
な
い
支
援

体
制
を
整
え
て
い
く
の
も
私
た

ち
会
員
の
責
務
で
あ
ろ
う
▼
昨

年
三
月
の
第
三
者
委
員
会
か
ら

の
提
言
と
昨
年
度
の
協
会
方
針

を
受
け
て
、
労
務
関
連
法
令
遵

守
（
労
務
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
）

委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
本
年
六

月
か
ら
の
運
用
と
な
っ
た
。
そ

の
目
的
は
、
職
員
か
ら
通
報
・

相
談
さ
れ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
・

心
と
身
体
の
健
康
・
個
人
情
報
・

職
場
環
境
改
善
な
ど
の
労
務
関

連
問
題
の
解
決
、
及
び
職
場
に

お
け
る
心
理
的
安
心
・
安
全
性

の
確
保
と
協
会
の
公
正
か
つ
透

明
な
運
営
の
実
現
を
目
指
す
も

の
で
あ
る
。
匿
名
で
の
通
報
・

相
談
も
可
能
で
あ
り
、
様
々
な

受
付
方
法
を
設
け
て
い
る
。
通

報
・
相
談
を
受
け
た
場
合
は
、

委
員
会
で
通
報
・
相
談
者
が
不

利
益
な
取
り
扱
い
を
さ
れ
な
い

よ
う
精
査
し
、
労
務
関
連
法
令

へ
の
抵
触
ま
た
は
そ
の
疑
い
が

あ
れ
ば
理
事
会
等
へ
報
告
・
対

応
案
の
提
案
・
対
処
依
頼
を
す

る
▼
私
た
ち
会
員
及
び
目
の
前

の
患
者
さ
ん
の
笑
顔
の
た
め
に

も
、
優
秀
な
事
務
局
の
皆
様
が
、

心
理
的
安
全
性
を
担
保
さ
れ
、

の
び
の
び
と
、
益
々
生
き
生
き

キ
ラ
キ
ラ
と
そ
の
実
力
を
発
揮

で
き
る
明
る
い
職
場
と
な
る
た

め
の
砦
で
あ
り
た
い
。

（
Ｅ
）

園田栄太郎

営
が
危
機
に
陥
る
中
、
最
重
要

課
題
に
診
療
報
酬
の
大
幅
プ
ラ

ス
改
定
を
掲
げ
た
。
更
に
、▽
健

康
保
険
証
の
復
活
、
▽
高
額
療

養
費
制
度
見
直
し
の
撤
廃
、▽

窓
口
負
担
ゼ
ロ
へ
の
取
り
組
み

―
等
を
あ
げ
、
よ
り
良
い
保
険

医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
運
動

す
る
と
し
た
。

　

質
疑
で
は
、
早
瀬
一
雄
先
生

（
横
須
賀
市
・
歯
科
）が
保
険
証

廃
止
撤
回
の
運
動
を
一
層
強
め

側
も
請
求
に
問
題
が
な
い
か
確

認
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
し
た
。

　

「
２
０
２
３
年
度
決
算
」は
財

政
部
長
の
竹
下
副
理
事
長
が
報

告
。
監
査
報
告
に
立
っ
た
鵜
養

監
事
は
、
財
政
運
営
と
財
政
管

理
は
適
正
だ
と
報
告
し
た
。

　

「
２
０
２
５
年
度
予
算
案
」

は
、
事
業
収
支
を
マ
イ
ナ
ス
で

提
案
。
診
療
報
酬
改
定
費
用
の

計
上
が
要
因
で
あ
り
、
各
積
立

預
金
を
取
り
崩
し
て
、
全
体
収

支
は
プ
ラ
ス
に
な
る
と
し
た
。

　

「
第
３２
期
役
員
選
出
」は
小
泉

聡
選
挙
管
理
委
員
長
が
提
案
。

候
補
者
が
定
数
内
の
た
め
そ
の

ま
ま
承
認
さ
れ
た
。
田
辺
理
事

長
は
続
投
、
新
た
に
原
崇
理
事

は
副
理
事
長
に
、
小
柳
光
仁
先

生（
大
和
市
・
医
科
）は
理
事
に
、

ま
た
、
田
中
麻
衣
子
事
務
局
次

長
は
事
務
局
長
に
選
出
さ
れ
た
。

　

「
決
議
・
ス
ロ
ー
ガ
ン
採
択
」

は
白
土
一
人
起
草
委
員
長
が
提

案
、
採
択
さ
れ
た
。

て
ほ
し
い
と
激
励
、
要
望
。
小

出
一
久
先
生（
藤
沢
市
・
歯
科
）

は
歯
科
会
員
減
少
の
理
由
、
再

指
導
の
増
加
と
対
策
に
つ
い
て

質
問
し
た
。
執
行
部
は
、
歯
科
は

医
科
よ
り
も
新
規
開
業
が
少
な

く
、
法
人
化
や
経
営
状
況
の
悪

化
の
影
響
が
あ
る
と
答
弁
。
指

導
対
策
は
協
会
事
業
を
継
続
す

る
と
と
も
に
、
指
導
を
受
け
る

　

冒
頭
の
挨
拶
で
田
辺
理
事
長

は
、
２０
年
に
わ
た
る
実
質
マ
イ

ナ
ス
改
定
、
物
価
高
騰
や
病
床

の
削
減
、
急
速
な
医
療
Ｄ
Ｘ
等

に
よ
る
医
療
機
関
の
経
営
危
機

を
、
５０
年
に
も
及
ぶ
減
反
政
策

が
引
き
起
こ
し
た
米
不
足
と
重

ね
て
危
機
感
を
示
し
た
。
生
活

習
慣
病
管
理
料
の
算
定
回
数
の

制
限
や
外
来
管
理
加
算
の
再
診

料
へ
の
包
括
化
、
機
能
強
化
加

算
の
廃
止
等
と
い
っ
た
財
務
省

の
議
論
に
言
及
。
医
療
の
供
給

不
足
が
生
じ
、
地
域
医
療
を
崩

壊
さ
せ
な
い
た
め
に
も
改
め
て

医
療
費
総
枠
の
拡
大
を
訴
え
た
。

　

「
２
０
２
４
年
度
活
動
報
告
」

は
田
辺
理
事
長
が
提
案
。
２
０

２
４
年
１２
月
２
日
の
健
康
保
険

証
新
規
発
行
停
止
の
阻
止
に
は

至
ら
な
か
っ
た
が
、
▽
署
名
や

宣
伝
行
動
等
へ
の
精
力
的
な
取

り
組
み
、
▽
院
内
掲
示
物
や
患

者
向
け
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作

成
、
１０
月
の
「
医
療
・
健
康
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
て
市
民
へ
ア

ピ
ー
ル
し
た
こ
と
―
等
を
報

告
。
市
民
・
患
者
・
他
団
体
と
も

協
働
す
る
こ
と
で
保
険
医
協
会

の
注
目
度
を
高
め
、
全
国
規
模

の
「
総
力
戦
」
運
動
を
展
開
で
き

た
と
し
た
。

医
療
費
総
枠
拡
大

に
向
け
た
運
動
を

　

「
２
０
２
５
年
度
活
動

方
針
案
」
は
二
村
副
理
事

長
が
提
案
。
医
療
機
関
経

第70回定時総会

プ
ラ
ス
改
定
で
医
療
の
未
来
を

第
　　期
役
員
発
足

　
協
会
は
６
月
１５
日
、
横
浜
ベ
イ
シ
ェ
ラ
ト
ン
ホ
テ
ル
＆

タ
ワ
ー
ズ
で
第
７０
回
定
時
総
会
を
開
催
。
会
員
５１
名
、
役

員
２４
名
の
計
７５
名
が
出
席
し
た
（
委
任
状
１
千
９
６
３

通
）。議
事
で
は
、２
０
２
５
年
度
活
動
方
針
案「
保
険
医
が

安
心
し
て『
よ
り
良
い
保
険
医
療
』を
国
民
に
提
供
で
き
る

〝

未
来〟

を
創
る
～
診
療
報
酬
大
幅
引
き
上
げ
を
求
め
る

運
動
の
展
開
を
～
」を
は
じ
め
全
６
議
案
が
承
認
さ
れ
た
。

　6月8日、医療費の窓口負担「ゼロの会」はオ

ンラインイベント「みんなで語ろう窓口負担ゼ

ロ～お金の心配なく医療にかかれる社会へ～」

を開催。5回目の開催となる今回は兵庫県保険

医協会を主催・主務地とし、神奈川・千葉・大

阪歯科協会の共催。神奈川協会からは田辺理事

長・二村副理事長が演者として参加した（詳細

次号。下記QRコードより視聴可能）。

「人権」の観点から窓口負担を考える「人権」の観点から窓口負担を考える
窓口負担「ゼロの会」オンラインイベント窓口負担「ゼロの会」オンラインイベント

田辺理事長

　

議
事
に
先
立
ち
行
わ
れ
た
記

念
講
演
で
は
、
京
都
大
学
医
学

部
附
属
病
院
・
眼
科
学
教
室
の

佐さ

ど

け

い

な

渡
恵
奈
氏
と
、
フ
ィ
ッ
テ
ィ

ン
グ
ク
ラ
ウ
ド
株
式
会
社
代
表

取
締
役
（C

ocktailA
I

共
同
開

語
モ
デ
ル
（
Ｌ
Ｌ
Ｍ
）
は
、
質

問
を
分
析
し
て
キ
ー
ワ
ー
ド
の

次
に
来
る
確
率
が
高
い
言
葉
を

予
測
す
る
と
説
明
。
し
か
し
、

言
葉
の
「
意
味
」
は
理
解
し
て

い
な
い
た
め
ハ
ル
シ
ネ
ー
シ
ョ

ン
（
Ａ
Ｉ
が
つ
く
嘘
）
が
起
こ

り
や
す
く
、
特
に
数
字
が
苦
手

だ
と
し
た
。

　

カ
ル
テ
ベ
ン
ダ
ー
に
よ
る
安

全
な
環
境
作
成
な
し
にC

hatG

PT

等
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
で
カ

ル
テ
作
成
等
を
す
る
こ
と
は
、

国
外
に
医
療
情
報
を
持
ち
出
す

こ
と
や
安
全
で
は
な
い
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
た
医
療
情
報

の
や
り
と
り
に
あ
た
り
、「
医

発
）
の
岡
本
和
也
氏
が
登

壇
。「
開
業
医
・
協
会
業

務
等
へ
の
生
成
Ａ
Ｉ
の
活

用
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
し
た
。

　

ま
ず
、
佐
渡
氏
は
生
成

Ａ
Ｉ
の
仕
組
み
が
わ
か
ら

な
く
て
も
、
事
務
業
務
に

は
明
日
か
ら
す
ぐ
に
使
え

る
と
す
る
一
方
、
カ
ル
テ

作
成
等
は
カ
ル
テ
ベ
ン
ダ

ー
と
の
連
携
が
必
要
だ
と

し
た
。C

hatG
P

T

な
ど

に
代
表
さ
れ
る
大
規
模
言

療
情
報
シ
ス
テ
ム
の
安
全
管
理

に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
厚

生
労
働
省
）」
に
違
反
す
る
と

指
摘
。
臨
床
分
野
へ
の
活
用
に

は
、
医
療
情
報
が
外
部
に
流
出

せ
ず
、
ま
た
生
成
Ａ
Ｉ
に
二
次

利
用
さ
れ
な
い
安
全
な
環
境
の

構
築
が
必
要
だ
と
し
た
。
ま
た
、

Ａ
Ｉ
の
嘘
に
基
づ
き
判
断
し
た

場
合
、
そ
の
責
任
は
医
師
に
あ

る
と
注
意
喚
起
し
た
。

　

さ
ら
に
、
よ
り
意
図
に
即
し

た
回
答
を
得
る
に
は
、
明
確
に

指
示
（
プ
ロ
ン
プ
ト
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
）す
る
こ
と
を
推
奨
。

ま
ず
は
臨
床
分
野
以
外
で
生
成

Ａ
Ｉ
の
特
性
や
操
作
に
慣
れ
、

能
力
と
限
界
を
把
握
し
、
あ
く

ま
で
補
助
的
に
活
用
す
る
こ
と

を
促
し
た
。
具
体
的
に
は
、
▽

資
料
や
原
稿
・
議
事
録
の
作
成
、

▽
画
像
か
ら
文
字
デ
ー
タ
に
変

換
し
、
手
打
ち
ミ
ス
を
減
ら
す

（
Ｏ
Ｃ
Ｒ
／
光
学
的
文
字
認

識
）、
▽
保
険
点
数
等
の
情
報

源
を
検
索
す
る
（
Ｒ
Ａ
Ｇ
／
検

索
拡
張
生
成
）―
等
を
あ
げ
た
。

　

続
い
て
岡
本
氏
は
、
臨
床
分

野
に
活
用
可
能
なC

ocktailA
I

を
紹
介
。
定
型
文
を
作
成
し
、

診
療
録
等
の
基
礎
と
な
る
デ
ー

タ
の
中
か
ら
対
応
す
る
部
分
を

抽
出
す
る
こ
と
で
、
紹
介
状
等

の
文
書
を
作
成
で
き
る
と
し

た
。
京
大
病
院
眼
科
の
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は
、〝
９０
％
以
上
の
文

書
で
業
務
の
軽
減
に
つ
な
が
っ

た
〟
と
の
結
果
を
示
し
た
。

　

ま
た
画
像
・
動
画
・
音
声
を

扱
え
る
生
成
Ａ
Ｉ
と
し
て
、
歯

周
精
密
検
査
等
の
音
声
入
力

を
、
動
画
を
用
い
て
説
明
。
そ

の
他
、
ハ
ル
シ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が

少
な
い
モ
デ
ル
や
Ｏ
Ｃ
Ｒ
に
特

化
し
た
モ
デ
ル
等
を
用
途
別
に

紹
介
し
た
。

＊
協
会
Ｈ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

Ｐ
に
て
動
画
公
開
中

記念講演

佐渡氏岡本氏

生
成
Ａ
Ｉ
は

生
成
Ａ
Ｉ
は

事
務
業
務
か
ら

事
務
業
務
か
ら

明
確
な
指
示
で
「
嘘
」
防
ぐ

二村副理事長 田辺理事長

第
　　期
役
員
発
足

第
　　期
役
員
発
足

第
　　期
役
員
発
足

第
　　期
役
員
発
足

３
第
　　期
役
員
発
足

第
　　期
役
員
発
足

第
　　期
役
員
発
足

第
　　期
役
員
発
足

３２２
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病
院
の
経
営
状
況
の
悪
化

が
深
刻
だ
。

　

日
本
病
院
会
等
６
病
院
団

体
が
合
同
で
行
っ
た
調
査
で

は
、
２
０
２
４
年
の
診
療
報

酬
改
定
後
、
病
床
利
用
率
が

上
昇
傾
向
の
一
方
、
医
業
利

益
率
、
経
常
利
益
率
は
悪
化

傾
向
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
、
６
割
以
上
の
病
院
の
医

業
利
益
・
経
常
利
益
が
赤
字

で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

物
価
高
と
人
件
費
を
始
め
と

す
る
経
費
の
高
騰
で
、
神
奈

川
県
知
事
が
厚
労
相
に
診
療

報
酬
体
系
の
見
直
し
を
訴
え

る
事
態
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

国
が
行
っ
て
い
る
「
病
床

数
適
正
化
支
援
事
業
」
は
１

床
の
病
床
削
減
に
つ
き
４
１

０
万
円
の
補
助
金
を
支
給
す

る
事
業
だ
が
、
１
万
床
分
の

予
算
に
対
し
て
５
万
床
の
申

請
が
な
さ
れ
た
。
患
者
の
減

少
や
診
療
報
酬
の
減
額
、
経

営
状
況
の
危
機
が
背
景
に
あ

る
状
況
下
で
、
補
助
金
に
申

請
が
殺
到
す
る
の
は
無
理
か

ら
ぬ
話
だ
ろ
う
。

　

自
民
・
公
明
・
維
新
の
社

会
保
険
料
負
担
の
引
き
下
げ

を
巡
る
３
党
協
議
で
は
、
新

た
な
地
域
医
療
構
想
が
開
始

と
な
る
２
０
２
７
年
ま
で
に

病
床
を
削
減
す
る
こ
と
で
合

意
し
た
。
維
新
は
１１
万
床
削

減
で
１
兆
円
の
医
療
費
の
削

減
を
主
張
し
て
い
る
。
骨
太

方
針
で
は
、
脚
注
で
「
地
域

の
実
情
を
踏
ま
え
た
調
査
を

行
っ
た
上
で
」
と
前
置
き
し

た
上
で
「
次
の
地
域
医
療
構

想
ま
で
に
削
減
を
図
る
」
と

記
載
。
機
械
的
な
削
減
へ
の

断
言
は
避
け
、
「
約
１１
万
床
」

と
い
う
数
値
目
標
は
盛
り
込

ま
れ
な
か
っ
た
が
、
病
床
削

減
は
も
は
や
既
定
路
線
の
よ

う
に
論
じ
ら
れ
る
向
き
も
あ

る
。

　

し
か
し
、
医
療
費
や
社
会

保
険
料
の
削
減
だ
け
を
目
的

に
病
床
を
減
ら
す
の
は
浅
慮

で
は
な
い
か
。

　

今
や
病
院
の
役
割
は
患
者

の
治
療
に
限
ら
れ
な
い
。「
感

染
対
策
向
上
加
算
」
を
算
定

す
る
医
療
機
関
は
、
そ
の
点

数
の
下
、
か
つ
て
保
健
所
が

担
っ
て
い
た
地
域
の
感
染
症

発
生
状
況
の
収
集
・
共
有
と

い
っ
た
機
能
を
担
わ
さ
れ
て

い
る
。
感
染
症
法
に
基
づ
き
、

医
療
措
置
協
定
を
結
び
病
床

を
確
保
し
、
新
興
感
染
症
に

備
え
て
い
る
病
院
も
あ
る
。

病
床
、
ひ
い
て
は
病
院
が
減

っ
た
中
で
再
び
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
よ
う
な

新
興
感
染
症
が
流
行
し
た

ら
、
医
療
現
場
は
勿
論
、
国

民
の
混
乱
は
計
り
知
れ
な
い
。

　

ま
た
、
将
来
必
ず
起
こ
る

南
海
ト
ラ
フ
地
震
を
始
め
と

し
た
自
然
災
害
発
生
時
に

も
、
病
院
は
必
ず
そ
の
役
割

を
発
揮
す
る
こ
と
に
な
る
。

肝
要
な
の
は
、
平
時
に
お
い

て
は
必
要
な
医
療
を
提
供
し

つ
つ
、
非
常
時
に
も
対
応
で

き
る
構
造
を
検
討
・
構
築
し
、

診
療
報
酬
や
補
助
金
で
そ
れ

を
担
保
し
て
い
く
こ
と
で
は

な
い
か
。

　

人
口
減
少
社
会
の
中
長
期

的
な
視
点
で
は
、
現
在
の
病

床
数
を
維
持
す
る
こ
と
は
現

実
的
で
は
な
い
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
医
療
費
削
減

を
第
一
目
的
と
し
た
病
床
削

減
で
は
、
地
域
医
療
を
守
り

切
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
狂
騒
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
。
病
床
の
「
減
反
政
策
」

は
や
め
る
べ
き
だ
。

医
療
費
削
減
を
主
目
的
と
し
た

病
床
削
減
政
策
か
ら
の
転
換
を

増
の
計
画
を
阻
止
す
る
こ

と

一
、
従
来
の
保
険
証
を
復
活
さ

せ
、
す
べ
て
の
患
者
が
マ

イ
ナ
保
険
証
だ
け
で
な
く

従
来
の
保
険
証
も
選
ぶ
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
し
、
患

者
の
受
療
権
を
守
る
こ
と

一
、
医
療
ビ
ジ
ネ
ス
の
問
題
点

を
明
ら
か
に
し
、
医
療
の

非
営
利
性
を
侵
害
し
、
質

を
低
下
さ
せ
る
動
き
を
阻

止
す
る
こ
と

一
、
医
療
機
関
の
負
担
と
な
っ

て
い
る
、
診
療
報
酬
に
か
か

る
消
費
税
損
税
問
題
の
抜

本
的
解
消
を
め
ざ
す
こ
と

一
、
日
本
国
憲
法
の
理
念
に
も

と
づ
き
、
世
界
の
恒
久
平

和
を
築
く
活
動
を
推
進
す

る
こ
と

　

以
上
、
決
議
す
る
。

二
〇
二
五
年
六
月
十
五
日

神
奈
川
県
保
険
医
協
会
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７
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第第
３２３２
期
役
員

期
役
員

　

昨
年
六
月
に
診
療
報
酬
改
定
が
施

行
さ
れ
て
以
降
、
我
々
は
か
つ
て
な

い
苦
境
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。
特
定

疾
患
療
養
管
理
料
か
ら
三
疾
患
が
除

外
さ
れ
て
生
活
習
慣
病
管
理
料
へ
移

行
し
、
算
定
の
ハ
ー
ド
ル
が
上
が
っ

た
こ
と
も
影
響
し
て
減
収
と
な
る
内

科
標
榜
の
医
療
機
関
が
続
出
し
た
。

ま
た
、
医
療
従
事
者
の
賃
上
げ
に
対

応
す
る
た
め
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料

が
新
設
さ
れ
た
が
、
広
く
活
用
で
き

る
も
の
で
は
な
い
。
十
分
な
賃
上
げ

が
で
き
ず
医
療
従
事
者
を
確
保
で
き

な
け
れ
ば
医
療
機
関
の
維
持
は
難
し

く
、地
域
医
療
の
崩
壊
に
つ
な
が
る
。

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
が
実
施
し

た
「
物
価
高
騰
に
関
す
る
医
療
機
関

の
緊
急
影
響
調
査
」
で
は
、
六
十
五
・

五
％
の
医
療
機
関
が
改
定
後
「
減
収
」

と
回
答
し
た
。
ま
た
、
日
本
病
院
会

な
ど
病
院
団
体
が
実
施
し
た
病
院
経

営
状
況
の
調
査
結
果
で
も
六
十
一
・

二
％
が
経
常
利
益
「
赤
字
」
と
回
答

す
る
な
ど
、
診
療
報
酬
改
定
を
経
て

経
営
状
況
が
著
し
く
悪
化
し
た
実
態

が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。
診
療
報
酬

に
か
か
る
消
費
税
損
税
を
め
ぐ
る
問

題
も
未
だ
抜
本
的
な
解
決
を
見
ず
、

医
療
機
関
に
過
重
な
負
担
が
の
し
か

か
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
経
済
回
復
に
と

も
な
う
需
要
増
加
や
国
際
的
な
原
材

料
価
格
の
上
昇
等
に
起
因
す
る
物
価

高
騰
も
、
医
療
機
関
の
経
営
体
力
を

低
下
さ
せ
て
い
る
。
診
療
報
酬
は
公

定
価
格
の
た
め
、
物
価
高
騰
に
よ
る

影
響
を
価
格
転
嫁
で
き
な
い
。
国
や

地
方
公
共
団
体
に
よ
る
光
熱
費
補
助

等
の
支
援
を
断
続
的
に
打
ち
出
し
て

は
い
る
が
、
十
分
と
は
言
い
難
い
。

　

ま
た
、
物
価
高
騰
は
患
者
・
国
民

の
生
活
に
も
影
を
落
と
す
。
全
国
的

に
賃
上
げ
の
動
き
が
広
が
る
が
、
未

だ
急
激
な
物
価
高
騰
に
追
い
つ
か
な

い
ば
か
り
か
、
そ
の
激
し
さ
に
拍
車

を
か
け
て
い
る
。

　

加
え
て
、
昨
年
十
月
に
始
ま
っ
た

長
期
収
載
品
の
選
定
療
養
化
は
従
来

以
上
の
患
者
負
担
が
発
生
す
る
一
因

と
な
っ
て
い
る
。
実
質
的
な
可
処
分

所
得
が
減
れ
ば
患
者
・
国
民
の
不
安

が
高
ま
り
、
生
活
の
困
窮
は
受
診
控

え
を
誘
発
す
る
。

　

こ
の
間
、
国
は
高
額
療
養
費
制
度

の
負
担
上
限
額
引
き
上
げ
を
凍
結
し

た
が
、
改
め
て
今
秋
ま
で
に
方
針
を

決
め
る
姿
勢
を
崩
さ
な
い
。
ま
た
、

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
適
用
除
外
が

検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
自
己
判
断
の

服
薬
に
よ
る
重
篤
化
の
ほ
か
、
患
者

の
自
己
負
担
が
増
え
れ
ば
受
診
控
え

か
ら
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
機
会

を
逸
し
、
か
え
っ
て
医
療
費
が
か
さ

む
可
能
性
が
高
い
。

　

ま
た
、
昨
年
十
二
月
二
日
に
従
来

の
保
険
証
の
新
規
発
行
が
停
止
さ
れ

た
が
、
資
格
確
認
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ

ル
は
尽
き
な
い
。
七
月
末
に
は
国
民

健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

で
従
来
の
保
険
証
が
有
効
期
限
を
迎

え
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
た
な
い
場

合
は
当
面
の
間
、
資
格
確
認
書
へ
と

切
り
替
わ
る
。
保
険
者
の
保
険
証
発

行
義
務
が
な
く
な
っ
た
た
め
、
保
険

証
が
手
元
に
な
い
患
者
が
適
切
に
受

診
で
き
な
い
事
態
が
生
じ
う
る
。
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
混
乱
を
避

け
る
た
め
、
七
十
五
歳
以
上
の
全
て

の
人
へ
の
資
格
確
認
書
交
付
が
決
ま

っ
た
が
、
患
者
の
受
療
権
を
守
る
に

は
従
来
の
保
険
証
の
維
持
・
復
活
が

不
可
欠
だ
。

　

近
年
、
企
業
を
母
体
と
し
た
一
般

社
団
法
人
が
設
立
し
た
医
療
機
関
な

ど
が
、
美
容
医
療
や
オ
ン
ラ
イ
ン
診

療
等
に
よ
る
患
者
の
安
全
性
を
考
慮

し
な
い
医
療
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て

い
る
。
営
利
目
的
で
医
療
の
本
質
を

捻
じ
曲
げ
、
患
者
を
危
険
に
さ
ら
す

だ
け
で
な
く
国
民
皆
保
険
制
度
の
崩

壊
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
動
き
に
対

し
、
我
々
開
業
医
は
断
固
反
対
の
姿

勢
を
貫
く
。

　

こ
の
よ
う
に
医
療
の
あ
り
方
が
問

わ
れ
維
持
可
能
性
が
危
ぶ
ま
れ
る

中
、
医
療
費
の
窓
口
負
担
「
ゼ
ロ
の

会
」
の
運
動
拠
点
が
増
え
、
全
国
へ

広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。
「
い
つ
で

も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
」
受
診

で
き
る
環
境
の
堅
持
こ
そ
、
患
者
・

国
民
と
と
も
に
我
々
医
療
者
が
目
指

す
べ
き
道
だ
。
こ
れ
に
よ
り
診
療
報

酬
プ
ラ
ス
改
定
に
向
け
た
患
者
・
国

民
と
の
共
通
の
土
台
が
で
き
る
。

　

一
方
、
世
界
に
目
を
向
け
れ
ば
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
イ

ス
ラ
エ
ル
・
パ
レ
ス
チ
ナ
紛
争
な
ど
、

命
を
預
か
る
医
療
者
と
し
て
看
過
で

き
な
い
不
安
定
な
世
界
情
勢
が
続

く
。
今
年
戦
後
八
十
年
を
迎
え
る
が
、

我
々
は
憲
法
の
理
念
に
則
り
、
平
和

の
実
現
を
希
求
す
る
と
と
も
に
患

者
・
国
民
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
地
域
医
療
を
守
り
、

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
社
会

保
障
を
堅
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

第
七
十
回
定
時
総
会
に
あ
た
り
、

我
々
は
次
の
項
目
の
実
現
に
力
を
注

ぐ
こ
と
を
こ
こ
に
決
意
す
る
。

記

一
、
次
期
診
療
報
酬
改
定
に
向
け
、
す

べ
て
の
医
療
機
関
の
経
営
を
安
定

さ
せ
る
た
め
、期
中
改
定
を
含
め
、

初
・
再
診
料
な
ど
基
本
診
療
料
の

大
幅
引
き
上
げ
等
に
よ
る
実
質
的

な
診
療
報
酬
プ
ラ
ス
改
定
を
勝
ち

取
り
、
診
療
報
酬
の
不
合
理
是
正

を
実
現
す
る
こ
と

一
、
長
期
化
す
る
物
価
高
騰
で
疲
弊
す

る
医
療
機
関
を
支
援
す
る
た
め
、

国
・
地
方
問
わ
ず
、
補
助
金
等
に
よ

る
診
療
報
酬
以
外
の
支
援
策
を
引

き
続
き
講
じ
る
よ
う
求
め
る
こ
と

一
、
す
べ
て
の
国
民
が
「
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
」
必
要
が

あ
れ
ば
た
め
ら
わ
ず
に
受
診
で
き

る
環
境
を
整
え
る
た
め
に
「
医
療

費
の
窓
口
負
担
『
ゼ
ロ
の
会
』
」

の
理
念
を
広
め
、
高
額
療
養
費
制

度
の
見
直
し
や
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の

保
険
適
用
除
外
な
ど
受
診
抑
制
を

引
き
起
こ
す
あ
ら
ゆ
る
患
者
負
担

地
域
医
療
を
守
り
、

国
民
の
健
康
・
生
活
を
支
え
る
政
治
へ

２
０
２
５
参
院
選  

政
党
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

　

協
会
は
７
月
２０
日
投
開
票
の

第
２７
回
参
議
院
選
挙
に
あ
た

り
、
各
党
の
医
療
政
策
等
を
問

う
「
政
党
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実

施
。
２
０
２
６
年
度
診
療
報
酬

の
改
定
率
や
受
診
時
の
窓
口
負

担
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
給

付
な
ど
９
項
目
を
聞
い
た
。
れ

い
わ
新
選
組
（
れ
い
わ
）、
社
会

民
主
党
（
社
民
）
、
日
本
共
産
党

（
共
産
）
、
立
憲
民
主
党
（
立
憲
）

（
到
着
順
）か
ら
回
答
が
あ
っ
た
。

２６
年
度
診
療
報
酬
改
定
は
、

社
民
、
共
産
、
立
憲
、
れ
い
わ
が

「
プ
ラ
ス
改
定
す
べ
き
」
と
回

答
。
公
的
医
療
費
に
占
め
る「
国

庫
負
担
」
割
合
は
、
社
民
、
共
産
、

る「
原
発
依
存
度
を
低
減
す
る
」

の
削
除
に
つ
い
て
は
、
社
民
が

「
原
発
は
す
み
や
か
に
全
廃
す

べ
し
」、
共
産
が
「
原
発
は
廃
止

し
脱
炭
素
に
取
り
組
む
べ
き
」、

立
憲
が
「
原
発
ゼ
ロ
社
会
を
一

日
も
早
く
実
現
す
べ
き
」、
れ

い
わ
が
「
地
震
大
国
日
本
で
原

発
推
進
は
あ
り
得
な
い
」
と
し

た
（
全
文
は
付
録
参
照
）。

２６
年
度
の
診
療
報
酬
改
定
、

そ
し
て
こ
の
間
の
光
熱
水
費
や

人
件
費
、
物
価
の
急
騰
等
に
よ

り
、
医
院
経
営
・
存
続
が
も
は

や
限
界
に
達
し
て
い
る
。
ま
た

窓
口
負
担
や
高
額
療
養
費
上
限

額
の
引
き
上
げ
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似

薬
の
保
険
外
し
が
狙
わ
れ
、
国

民
の
健
康
・
生
活
が
さ
ら
に
脅

か
さ
れ
る
事
態
が
想
定
さ
れ

る
。
「
地
域
医
療
」
の
第
一
線

を
守
り
、
国
民
の
健
康
・
生
活

を
支
え
る
政
治
へ
―
。
我
々
の

選
択
が
今
問
わ
れ
て
い
る
。

れ
い
わ
が
「
増
や
す
必
要
あ

り
」、
立
憲
は
「
そ
の
他
」
（
※

「
そ
の
他
」
は
全
て
付
録
参
照
）

と
し
た
。
受
診
時
の
窓
口
負
担

は
、
社
民
、
共
産
、
れ
い
わ
が

「
軽
減
す
べ
き
」、
立
憲
は
「
そ

の
他
」
と
し
た
。

　

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
給
付

は
、共
産
、
れ
い
わ
が
「
今
ま
で

通
り
保
険
で
給
付
す
べ
き
」
、
社

民
、
立
憲
は「
そ
の
他
」
と
し
た
。

健
康
保
険
証
の
新
規
発
行
の
停

止
は
、
社
民
、
共
産
、
れ
い
わ
が

「
従
来
の
保
険
証
も
使
い
続
け

ら
れ
る
よ
う
に
す
べ
き
」、
立

憲
は
「
そ
の
他
」
と
し
た
。

　

消
費
税
「
損
税
」
の
解
決
方

法
で
は
、
社
民
、
共
産
が
「
課

税
化
し
て
ゼ
ロ
税
率
を
適
用
」、

立
憲
、
れ
い
わ
は
「
そ
の
他
」

と
回
答
。
国
と
し
て
の
小
児
医

療
費
助
成
制
度
の
創
設
は
、
社

民
、共
産
、
れ
い
わ
が
「
創
設
す

べ
き
／
対
象
年
齢

：

１８
歳
ま

で
／
所
得
制
限

：

な
し
／
一

部
負
担
金

：

な
し
」、
立
憲
は

「
そ
の
他
」
と
し
た
。

　

有
機
フ
ッ
素
化
合
物
Ｐ
Ｆ
Ａ

Ｓ
に
対
し
て
は
、
社
民
、
共
産
、

れ
い
わ
が
「
欧
州
・
米
国
並
み

に
引
き
上
げ
る
べ
き
（
基
準
を

厳
し
く
す
べ
き
）」、
立
憲
は

「
そ
の
他
」
と
回
答
。
第
７
次

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
に
お
け
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診
療
の
受
付
対
応
パ
タ
ー
ン
は

診
療
の
受
付
対
応
パ
タ
ー
ン
は

７
月
末
以
降

７
月
末
以
降 

保
険
証
の
経
過
措
置
が
順
次
終
了

保
険
証
の
経
過
措
置
が
順
次
終
了

　

政
府
は
、
２
０
２
４
年
１２
月

２
日
を
も
っ
て
従
来
の
健
康
保

険
証
を
原
則
廃
止
。
そ
の
後
は

最
長
１
年
間
（
今
年
１２
月
１
日

ま
で
）
、
経
過
措
置
と
し
て
従

マ
イ
ナ
保
険
証
に
よ

マ
イ
ナ
保
険
証
に
よ

る
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格

る
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格

確
認
確
認

　

患
者
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
保
険
証
と
し
て
利
用
し
て

い
る
場
合
、
医
療
機
関
に
備
え

ら
れ
た
顔
認
証
カ
ー
ド
リ
ー
ダ

ー
等
に
よ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
て
資

格
情
報
を
取
得
す
る
こ
と
が
で

き
る
（
上
図
・
ケ
ー
ス
１
）
。

　

た
だ
し
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
電

子
証
明
書
の
期
限
切
れ
や
暗
証

番
号
の
不
明
、
顔
認
証
の
失
敗

な
ど
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

が
で
き
な
い
ケ
ー
ス
も
生
じ
う

る
。
そ
の
場
合
の
対
応
は
既
に

厚
労
省
よ
り
示
さ
れ
て
お
り
、

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
い
る
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
が
で

き
な
い
場
合
、
マ
イ
ナ
カ
ー
ド

と
と
も
に
「
資
格
情
報
の
お
知

ら
せ
」
ま
た
は
「
マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
の
資
格
情
報
画
面
」
を
併

せ
て
確
認
す
る（
ケ
ー
ス
２
）
。

　

患
者
が
い
ず
れ
に
も
対
応
で

き
な
い
場
合
、
過
去
の
受
診
で

請
求
に
必
要
な
資
格
情
報
を
把

握
し
て
い
れ
ば
、
〝
変
更
が
な

い
旨
の
患
者
へ
の
口
頭
確
認
〟

で
資
格
確
認
を
行
っ
た
こ
と
に

な
る
。
な
お
、
そ
う
し
た
対
応

も
で
き
な
い
初
診
患
者
な
ど
の

場
合
は
、
〝
全
額
自
費
〟
で
い

た
だ
く
か
、
「
被
保
険
者
資
格

申
立
書
」
に
よ
り
、
患
者
の
自

己
申
告
で
の
負
担
割
合
で
徴
収

す
る
こ
と
と
な
る
。
な
お
こ
の

申
立
書
も
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
提

示
が
前
提
で
あ
る
こ
と
に
注
意

が
必
要
だ
（
ケ
ー
ス
３
）
。

【
紙
レ
セ
機
関
の
対
応
は
】

　

紙
レ
セ
プ
ト
請
求
の
医
療
機

関
に
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
義
務
付

け
ら
れ
て
い
な
い
。
患
者
が
マ

イ
ナ
保
険
証
し
か
持
っ
て
こ
な

い
場
合
で
も
、
上
記
の
ケ
ー
ス

２
ま
た
は
ケ
ー
ス
３
で
対
応
で

き
る
た
め
、
高
額
な
機
器
の
導

入
は
必
ず
し
も
必
要
な
い
。
そ

れ
で
も
な
お
資
格
確
認
が
不
安

で
あ
れ
ば
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど
を
使

っ
た
資
格
確
認
の
「
簡
易
な
仕

組
み
（
資
格
確
認
限
定
型
）
」

を
準
備
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

た
だ
、
こ
れ
に
は
使
用
可
能

な
機
器
の
選
定
、
医
療
機
関
等

向
け
総
合
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で

の
利
用
申
請
や
ア
プ
リ
の
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
お
よ
び
ア
ク
テ
ィ
ベ

ー
ト
の
設
定
な
ど
、
情
報
通
信

に
関
す
る
相
応
の
知
識
が
必
要

と
な
る
。
そ
の
た
め
対
応
す
る

と
き
に
は
、
信
頼
で
き
る
出
入

り
の
業
者
（
ベ
ン
ダ
ー
な
ど
）

や
知
人
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
等
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
０
８

０
０-

０
８
０-

４
５
８
３

：

通

来
の
健
康
保
険
証
が
使
え
る
運

用
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
県
下

の
市
町
村
国
保
お
よ
び
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
お
け
る
従
来

保
険
証
の
有
効
期
限
は
今
年
７

月
末
ま
で
と
さ
れ
て
お
り
、
８

月
以
降
は
使
用
で
き
な
く
な

る
。

　

Ｉ
Ｔ
に
不
慣
れ
な
後
期
高
齢

者
に
は
、
資
格
確
認
書
を
全
員

に
発
行
す
る
対
応
を
１
年
間
行

う
な
ど
の
暫
定
的
な
運
用
も
行

わ
れ
る
が
、
８
千
４
０
０
万
人

い
る
マ
イ
ナ
保
険
証
保
有
者
の

う
ち
の
１
千
３
０
０
万
人
へ
の

対
応
に
限
ら
れ
、
約
７
千
万
人

が
今
年
１２
月
２
日
ま
で
に
順
次

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
な
る
保
険
証

な
ど
が
な
い
状
況
と
な
る
。

　

こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
改
め
て

医
療
機
関
の
受
付
で
の
対
応
を

整
理
す
る
。

書
」
が
職
権
交
付
さ
れ
る
。

　

資
格
確
認
書
に
は
被
保
険
者

番
号
や
有
効
期
限
等
が
記
載
さ

れ
て
お
り
、
従
来
の
健
康
保
険

証
と
扱
い
は
変
わ
ら
な
い
。

　

ま
た
マ
イ
ナ
保
険
証
は
電
子

証
明
書
の
有
効
期
限
が
切
れ
て

も
、
３
カ
月
間
は
そ
の
ま
ま
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
が
可
能

だ
。
更
新
し
な
い
ま
ま
３
カ
月

が
過
ぎ
る
と
、
そ
の
後
に
電
子

証
明
書
の
更
新
を
行
っ
た
と
し

て
も
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
を

行
う
た
め
に
は
保
険
証
登
録
を

や
り
直
す
必
要
が
あ
る
。
マ
イ

ナ
保
険
証
で
な
く
な
れ
ば
資
格

確
認
書
が
職
権
に
て
発
行
さ
れ

る
た
め
、
資
格
確
認
書
の
利
用

者
は
こ
れ
か
ら
増
え
て
い
く
可

能
性
が
あ
る
。

い
ず
れ
も
な
い
場
合

い
ず
れ
も
な
い
場
合

（
資
格
不
明
扱
い
）

（
資
格
不
明
扱
い
）

　

保
険
証
、
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
、

資
格
確
認
書
の
い
ず
れ
も
提
示

が
な
い
場
合
は
、
保
険
資
格
を

確
認
で
き
な
い
た
め
、
患
者
に

は
い
っ
た
ん
全
額
を
支
払
っ
て

も
ら
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
た
だ

し
後
日
、
保
険
者
に
申
請
を
す

れ
ば
支
払
い
の
自
己
負
担
分
を

除
い
た
費
用
が
患
者
に
返
金
さ

れ
る
、
療
養
費
払
い
が
可
能
な

こ
と
を
患
者
に
説
明
さ
れ
た
い
。

【
医
療
機
関
の
対
策
は
】

　

受
付
現
場
に
お
い
て
混
乱
を

最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、
事
前

の
職
員
研
修
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

整
備
が
重
要
だ
ろ
う
。

　

ま
た
患
者
に
は
、
資
格
確
認

書
の
申
請
や
資
格
情
報
の
お
知

ら
せ
の
準
備
に
つ
い
て
、
院
内

掲
示
や
声
が
け
等
で
丁
寧
に
周

知
す
る
必
要
が
あ
る
。
協
会
は
、

今
後
も
状
況
に
応
じ
た
ポ
ス
タ

ー
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
提

供
し
て
い
く
考
え
だ
。

【
資
格
確
認
書
の
全
員
発
行
求
め

各
市
町
村
に
陳
情
提
出
】

　

健
康
保
険
証
の
廃
止
で
医
療

機
関
窓
口
等
で
の
ト
ラ
ブ
ル
が

見
込
ま
れ
る
中
、
医
療
情
報
部

は
マ
イ
ナ
保
険
証
保
有
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
国
保
の
加
入
者

全
員
に
資
格
確
認
書
の
発
行
を

求
め
る
陳
情
を
、
県
内
各
市
町

村
が
現
在
開
催
す
る
６
月
議
会

な
ど
に
提
出
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
当
該
陳
情
を
正

式
に
採
択
し
た
自
治
体
は
な
い

が
、
葉
山
町
と
南
足
柄
市
の
２

自
治
体
の
み
が
趣
旨
採
択
し

た
。
た
だ
し
趣
旨
採
択
と
い
う

決
定
に
実
効
性
は
な
い
。

　

他
県
の
状
況
を
見
る
と
、
東

京
都
の
渋
谷
区
、
世
田
谷
区
で

は
マ
イ
ナ
保
険
証
保
有
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
全
員
に
資
格
確

認
書
を
発
行
す
る
と
し
て
い
る
。

な
お
、
６
月
６
日
の
衆
院
厚
労

委
員
会
で
は
福
岡
厚
労
相
も

「
自
治
事
務
な
の
で
最
後
は
自

治
体
の
判
断
」
と
答
弁
し
て
い

る
。
マ
イ
ナ
受
付
が
不
安
な
国

保
加
入
者
に
は
、
ひ
と
ま
ず
資

格
確
認
書
を
申
請
い
た
だ
く
よ

う
医
療
機
関
側
か
ら
説
明
す
る

こ
と
も
、
今
後
の
ト
ラ
ブ
ル
を

未
然
に
防
ぐ
取
り
組
み
と
し
て

有
効
か
も
し
れ
な
い
。

　

ま
た
市
町
村
が
国
保
加
入
者

全
員
に
資
格
確
認
書
を
発
行
し

や
す
い
よ
う
す
べ
き
と
し
た
国

へ
の
意
見
書
提
出
を
求
め
る
陳

情
は
、
海
老
名
市
と
葉
山
町
が

採
択
、
国
に
提
出
し
て
い
る
。

話
無
料
）
な
ど
に
連
絡
、
活
用

さ
れ
た
い
。

資
格
確
認
書
（
紙
）

資
格
確
認
書
（
紙
）

に
よ
る
確
認

に
よ
る
確
認

　

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
を
持
た
な

い
、
あ
る
い
は
保
険
証
利
用
登

録
を
行
っ
て
い
な
い
患
者
に
対

し
て
は
、
当
分
の
間
の
対
応
と

し
て
保
険
者
か
ら
「
資
格
確
認

マイナンバーカードをカードリーダーにかざす

患者には適切な自己負担分（3割分等）の支払いを求める

マイナンバーカードを
持っていない場合

確認できた場合
→問題なし

健康保険証
（～2025.12.1）

資格確認書

上記の方法で確認した被保険者番号
等を入力して、レセプト請求を行う

※ オンライン資格確認等システムから資格
情報をダウンロードしておくことで、事
後的に被保険者番号等の確認が可能

以下、①→②→③の順に可能な方法を選択してレセプト請求を行う

　① 患者からの聞き取りや過去の受診歴等から確認できた「現在」の被保険者番号等を入力する

　② オンライン資格確認における「資格（無効）」画面や過去の受診歴等から確認できた「過去」の被保険者番号等を入力する

　　　→ 資格無効の場合には喪失した「旧資格情報」で請求する

　③ 被保険者資格申立書に記入された患者の住所・連絡先等を摘要欄に記載の上、被保険者番号等は不詳として「7」を必要な桁数分入力する

　　　→ 資格情報なしの場合には「不詳レセプト」として請求をする

※ 追加で保険証の提示は不要
※ 電子証明書の有効期限後3カ月間は資格確認可

マイナ保険証

【初診】

被保険者資格申立書被保険者資格申立書

【再診】

過去の受診で請求
に必要な資格情報
を把握していれば
患者への口頭確認

（事後に確認）（事後に確認）

何らかの事情でオンライン資格確認を行えなかった場合何らかの事情でオンライン資格確認を行えなかった場合

マイナポータル画面マイナポータル画面
※ マイナポータルからダウンロード※ マイナポータルからダウンロード

したPDFファイルも可したPDFファイルも可

【患者が提示可能】

資格情報のお知らせ資格情報のお知らせ

※
追
加
で
保
険
証
の

※
追
加
で
保
険
証
の

提
示
は
不
要

提
示
は
不
要

保
険
料
収
入
を
増
や
し

医
療
財
源
確
保
を

自
民
党
・
浅
尾
慶
一
郎
議
員

　

６
月
１３
日
に
は
浅
尾
慶
一
郎

参
議
院
議
員
（
自
民
・
環
境
大

臣
）
が
、
「
医
療
・
社
会
保
障

を
巡
る
考
察
～
国
民
皆
保
険
を

維
持
す
る
た
め
に
す
べ
き
こ
と

～
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
。
湯
浅

副
理
事
長
が
司
会
を
務
め
、
会

場
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
合
計
で
４６
名
の
参

加
が
あ
っ
た
。

　

浅
尾
氏
は
冒
頭
、
〝
一
議
員

と
し
て
の
見
解
〟
と
前
置
き
し

た
上
で
、
年
金
と
健
康
保
険
に

つ
い
て
比
較
。
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
（
年

金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政

法
人
）
の
運
用
が
４
年
間
で
１

５
０
兆
円
→
２
５
０
兆
円
と
好

調
で
あ
り
、
年
金
の
財
政
状
況

が
改
善
し
た
と
言
及
。
直
近
で

成
立
し
た
年
金
改
革
法
で
は
こ

の
運
用
益
を
充
て
る
と
し
た
。

一
方
医
療
保
険
で
は
、
厚
生
年

金
が
全
国
一
律
で
一
本
化
さ
れ

て
い
る
の
に
対
し
、
現
行
の
健

康
保
険
は
保
険
者
が
多
種
多
様

で
あ
る
こ
と
、
都
道
府
県
ご
と

で
保
険
料
率
が
異
な
る
こ
と
、

医
療
ア
ク
セ
ス
が
困
難
な
自
治

体
の
方
が
保
険
料
率
が
高
い
傾

向
に
あ
る
矛
盾
（
賃
金
が
低
い

傾
向
に
あ
り
医
療
財
源
を
よ
り

確
保
す
る
た
め
）
―
等
課
題
が

多
い
と
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
改
善
策
と
財
源
確

保
の
方
法
と
し
て
、
①
標
準
報

酬
月
額
の
上
限
を
撤
廃
し
、
払

え
る
人
（
高
額
所
得
者
）
か
ら

し
っ
か
り
保
険
料
を
徴
収
す

る
、
②
全
国
一
律
の
制
度
と
し

保
険
料
率
を
協
会
け
ん
ぽ
の
高

水
準
に
統
一
す
る
、
③
社
会
保

険
未
適
用
事
業
所
の
適
用
拡
大

―
を
挙
げ
た
。「
歳
入
庁
」を
創

設
す
る
こ
と
で
保
険
料
の〝
取

り
っ
ぱ
ぐ
れ
〟
を
な
く
し
、「
保

険
料
収
入
を
増
や
す
こ
と
で
皆

保
険
制
度
を
維
持
す
る
」
と
訴

え
た
。

　

ま
た
、
国
民
の
収
入
を
増
や

し
て
も
上
昇
す
る
医
療
費
に
対

応
で
き
な
い
時
が
く
る
か
も
し

れ
な
い
と
し
、
保
険
適
用
の
範

囲
の
再
検
討
を
提
案
。
高
額
薬

剤
を
中
心
に
事
実
上
の
混
合
診

療
を
広
げ
て
い
く
、
又
は
、
Ｏ

Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
適
用
範
囲

を
狭
め
て
い
く
な
ど
の
対
応
は

考
え
ら
れ
る
と
説
明
。
い
ず
れ

に
せ
よ
国
民
の
納
得
が
得
ら
れ

る
形
で
進
め
て
い
く
べ
き
で
あ

る
と
語
っ
た
。

矛
盾
を
改
善
し
、

公
平
な
制
度
を

　

結
び
に
浅
尾
氏
は
、
社
会
保

障
の
財
源
で
あ
る
年
金
制
度
や

社
会
保
険
制
度
に
つ
い
て
、
年

金
も
健
康
保
険
も
そ
れ
ぞ
れ
課

題
が
あ
る
と
し
た
上
で
、
現
状

の
課
題
を
解
消
し
て
い
く
こ
と

に
よ
っ
て
財
政
を
「
し
っ
か
り

と
で
き
る
」
と
言
及
。現
行
制
度

の
矛
盾
点
を
改
善
し
て
い
く
こ

と
も
重
要
で
あ
る
と
の
考
え
も

示
さ
れ
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、
診
療
報
酬

が
下
が
っ
て
お
り
医
療
機
関
の

経
営
状
況
が
悪
化
し
て
い
る
こ

と
や
歯
科
の
材
料
・
技
工
士
不

足
の
問
題
に
つ
い
て
質
問
・
要

望
が
上
が
り
、
浅
尾
氏
に
意
見

を
求
め
た
。
浅
尾
氏
は
財
源
を

作
る
努
力
を
し
、
公
平
な
制
度

を
作
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
述
べ
た
。

【
シ
リ
ー
ズ
時
局
講
演
会
】　

医
療
運
動
部
会
は
今
夏
の
参
議
院
選
挙
へ
、
時
局
講
演

会
を
開
催
し
た
。
現
職
の
国
会
議
員
を
招
き
、
医
療
・
社
会
保
障
に
つ
い
て
講
演
い

た
だ
い
た
。
詳
報
は
次
の
通
り
（
第
１
～
４
弾
は
６
月
２５
日
号
に
掲
載
）。
※
講
演

会
の
記
事
は
、各
政
党
及
び
講
師
に
可
否
を
確
認
し
た
上
で
掲
載
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ケース1

ケース2 ケース3
or

【患者がいずれにも
  対応できない場合】



昭和３８年８月２３日
第三種郵便物認可 神 奈 川 県 保 険 医 新 聞 （毎月３回５の日発行）（ ） 2025 年 7 月 5 日7 第 2291 号 （ ）4

7月12日(土)午後6時～

臨

床

懇

話

会

　

形
成
外
科
が
日
常
的
に
扱
う
疾
患
と
対
処
法
を
知
る
こ

と
に
よ
り
、
実
は
内
科
を
は
じ
め
多
く
の
診
療
科
の
先
生

に
と
っ
て
、
使
い
勝
手
の
よ
い
助
手
に
な
り
得
る
と
い
う

こ
と
を
、
様
々
な
症
例
を
供
覧
し
て
お
話
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
オ
フ
ィ
ス
サ
ー
ジ
ャ
リ
ー

と
し
て
の
形
成
外
科
」

講
　
師
　
湘
南
台
青
木
形
成
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長

　
　
　
　
横
浜
市
立
大
学
医
学
部

　
　
　
　
臨
床
教
授

青
木　

文
彦
氏

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

：

定
員
１
２
０
名

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

※
日
医
生
涯
教
育
講
座
Ｃ
Ｃ「
９（
医
療
情
報
）」１
単
位

　【
医
籍
番
号
の
入
力
に
つ
い
て
（
下
記
《
重
要
》
参
照
）】

お
申
込
み
　
研
究
部

会場参加のお申込み・お問合せは、協会事務局（℡：045-313-2111）までご連絡ください

研究会研究会
案内案内

WEB参加の申込みは、協会
HP「いい医療ドットコム」
のイベントカレンダーから
もできます。「神奈川県保
険医協会」で検索を！

神奈川県保険医協会※  研究会に会場参加の際は、マスク着用・手指の消毒等の感染症対策にご協力ください。また発熱症
状等がある場合は参加をお控えください。　　　　　　　　　　※ 必ず事前にお申込みください。

※新型コロナウイルス感染拡大や天災等により、急遽開催形式を変更または中止させていただく場合がご
ざいます。その場合は当会HP「いい医療ドットコム」にて適宜お知らせします。予めご承知おき願います。

※ 協会行事においては、その模様を写真撮影し、記事とともに機関紙に掲載することがありますので予めご了承ください。

研
究
会
参
加
費
に
つ
い
て

　
特
に
記
載
の
な
い
研
究
会
、
講
習
会
の
参
加
費
は
無
料
で
す
。
参
加
費
を

い
た
だ
く
研
究
会
は
、
電
話
で
お
申
込
み
の
上
、
郵
便
口
座
に
参
加
費
を
お

振
込
み
く
だ
さ
い
。
尚
、
通
信
欄
に
①
研
究
会
名
、
②
医
療
機
関
の
ご
連
絡

先
を
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

郵
便
口
座
名

神
奈
川
県
保
険
医
協
会
　
口
座
番
号

０
０
２
６
０
‐
２
‐
２
２
２
０

◆
協
会
へ
お
越
し
の
皆
様
へ
（
お
願
い
）

　
協
会
に
駐
車
場
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
ご
自
身
で
駐
車
場
を
確
保
い
た
だ
く

か
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
㈱
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
登
録
商
標
で
す
。

※《
重
要
》神
奈
川
県
医
師
会
の
要
請
に
よ
り
、日
医
生
涯
教
育
講
座（
Ｃ
Ｃ
）の
単
位

取
得
を
希
望
す
る
場
合
は
、①
性
別
、②
医
籍
登
録
番
号
、③（
医
師
会
会
員
の
場
合

は
）所
属
郡
市
医
師
会
名
の
登
録
が
必
須
と
な
り
ま
す（
２５
年
４
月
よ
り
変
更
）。未

入
力
・
入
力
間
違
い
等
不
備
が
あ
る
場
合
、単
位
を
取
得
い
た
だ
け
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い（
恐
れ
入
り
ま
す
が
、当
会
は
一
切
の
責
任
を
負
い
か
ね
ま
す
）。な

お
、会
場
参
加
の
場
合
は
、Ｆ
Ａ
Ｘ
申
込
時
に
所
定
の
欄
に
ご
記
載
く
だ
さ
い
。

8月7日(木)午後7時～

歯

科

臨

床

研

究

会

G
othic A

rch

描
記
装
置
は
、
１
９
０
１
年
ご
ろ
の

G

ギ
ー
ジ
ー

ysi

に
よ
る
研
究
に
端
を
発
し
、
現
在
で
も
臨
床
で
用
い

ら
れ
て
い
る
顎
機
能
検
査
の
一
つ
で
あ
る
。
簡
便
か
つ
経

済
的
に
口
腔
機
能
を
評
価
で
き
、
補
綴
装
置
製
作
に
不
可

欠
な
咬
合
器
へ
の
応
用
も
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
下
顎

位
や
咬
合
位
の
設
定
・
評
価
に
有
用
で
あ
る
。
近
年
の
高

性
能
な
顎
運
動
測
定
装
置
に
比
べ
、
操
作
性
や
費
用
面
で

優
れ
る
点
も
多
く
、
臨
床
に
お
い
て
は
そ
れ
に
匹
敵
す
る

価
値
を
持
ち
得
る
。
今
回
は
、
基
本
か
ら
デ
ジ
タ
ル
応
用

ま
で
を
臨
床
的
視
点
で
考
察
す
る
。

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
ゴ
シ
ッ
ク
ア
ー
チ
検
査

―G
othic

A
rch

描
記
か
ら

読
み
解
く
顎
機
能
と
咬
合
の

関
係
―
」

講
　
師
　
鶴
見
大
学
歯
学
部

　
　
　
　
ク
ラ
ウ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
補
綴
学
講
座

　
　
　
　
教
授

小
川　

匠
氏

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

：

定
員
５０
名

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

※
講
師
は
来
場
予
定
で
す
。

お
申
込
み
　
歯
科
研
究
部

7月7日　
～7月17日

７
月
７
日
（
月
）

新
聞
編
集
会
議
１９
時
。

７
月
８
日
（
火
）

総
務
部
会
１９
時
３０
分
。

７
月
９
日
（
水
）

学
術
部
会
１９
時
３０
分
。
県
央

支
部
幹
事
会
２０
時
。

７
月
１０
日
（
木
）

第
２
回
理
事
会
１９
時
３０
分
。

７
月
１１
日
（
金
）

新
聞
部
会
１９
時
３０
分
。
相
模

原
支
部
幹
事
会
２０
時
。

７
月
１２
日
（
土
）

臨
床
懇
話
会
１８
時
。

７
月
１３
日
（
日
）

歯
科
新
規
指
定
医
講
習
会
９

時
３０
分
。
医
科
新
規
指
定
医

講
習
会
１０
時
。

７
月
１４
日
（
月
）

政
策
部
会
１９
時
３０
分
。

７
月
１５
日
（
火
）

横
須
賀
支
部
幹
事
会
・
納
涼

会
１９
時
１５
分
。
月
例
研
究
会

１９
時
３０
分
。
湘
南
支
部
幹
事

会
１９
時
３０
分
。

７
月
１６
日
（
水
）

医
療
費
相
談
室
１４
時
。
歯
科

特
別
研
究
会
１９
時
。
新
聞
編

集
会
議
１９
時
。
医
療
運
動
部

会
１９
時
３０
分
。

７
月
１７
日
（
木
）

共
済
部
会
１７
時
。
歯
科
保
険

診
療
対
策
部
会
１９
時
。

7月30日(水)午後7時～ 7月15日(火)午後7時30分～

共

済

セ

ミ

ナ

ー

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
ド
ク
タ
ー
と
し
て
最
低
限

知
っ
て
お
き
た
い
お
金
の

知
識
【
２
０
２
５
年
版
】
」

講
　
師
　
東
京
海
上
日
動
あ
ん
し
ん
生
命
保
険
㈱

横
浜
支
社

　
　
　
　
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
イ
フ
パ
ー
ト
ナ
ー

　
　
　
　
ロ
イ
ヤ
ル
メ
ン
バ
ー

石
原　

香
介
氏

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

※
２
０
２
５
年
度
よ
り
、『
講
演
会
は
参
加
で
き
な
い
が
、

別
日
で
講
師
に
個
別
相
談
し
た
い
』
と
い
っ
た
お
声
を

受
け
、
講
演
会
に
不
参
加
で
も
無
料
個
別
相
談
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
（
日
程
は
講
師
と
個
別
調
整
と
な
り
ま

す
）。
そ
の
場
合
で
も
、
ま
ず
は
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
か
ら
ご

登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。
個
別
相
談
の
み
お
申
込
み
の

場
合
で
も
、
当
日
セ
ミ
ナ
ー
の
リ
マ
イ
ン
ド
メ
ー
ル
は

送
ら
れ
て
き
ま
す
が
そ
の
点
ご
容
赦
願
い
ま
す
。

※
講
演
の
後
日
配
信
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
当
日
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
申
込
み
　
共
済
部
・
㈱
神
保
協

第
６３６

回

月

例

研

究

会

　

腎
機
能
の
指
標
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
推
算
糸
球
体

濾
過
量
（
ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
）
は
変
動
が
大
き
く
、
経
時
的
な
腎

機
能
評
価
に
は
不
向
き
で
す
。
今
回
、
市
立
大
津
市
民
病

院
の
中
澤
先
生
を
お
招
き
し
、
ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
の
長
期
推
移
を

一
括
表
示
で
き
る
「
Ｌ
Ｔ
Ｅ
Ｐ

：

エ
ル
テ
ッ
プ
」
の
有

効
性
に
つ
い
て
詳
し
く
解
説
い
た
だ
き
ま
す
。

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
腎
機
能
の
見
方
が
変
わ

れ
ば
未
来
が
変
わ
る
！

―Long
term

eG
FR

p
lot 

（
Ｌ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
）
を
す
べ
て
の

診
察
室
へ
―
」

講
　
師
　
市
立
大
津
市
民
病
院

内
科
診
療
部
長

　
　
　
　（
腎
臓
内
科
部
門
）
兼

血
液
浄
化
部

　
　
　
　
診
療
部
長

中
澤　

純
氏

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

：
定
員
１
２
０
名

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

※
日
医
生
涯
教
育
講
座
Ｃ
Ｃ「
２４
（
浮
腫
）」１
・
５
単
位

　【
医
籍
番
号
の
入
力
に
つ
い
て
（
下
記
《
重
要
》
参
照
）】

お
申
込
み
　
研
究
部

【医科】

臨床懇話会
若年性線維筋痛症の病態と

不登校について

講師：湘南よこた医院
           院長 横田 俊平氏

【医科】

個別指導について
医科会員向けに、新規及び通
常個別指導共通の個別指導対
策の動画を作成しました。動
画は3章に分かれています。

【共済セミナー】

投資トラブルを防ぐための注意点

講師： 公益社団法人　 
全国消費生活相談員協会

 萩原 規子氏

無料動画配信を協会Ｈ
ホームページ

Ｐ「いい医療ドットコム」にて行っています（右QRコード）。ぜひご視聴ください！ 
＊下記は一例です。一部コンテンツの視聴には会員限定のパスワードが必要です。ご存じでない方は ℡ 045-313-2111まで。

【在宅医療・介護セミナー】

2025年地域包括ケアシステムを
検証する―2040年に向けて―

講師： 西神奈川ヘルスケアクリニック 
　　　院長 赤羽 重樹氏ほか

【歯科】

歯科臨床研究会
『オーラルフレイル』と『口腔機能

低下症』の取り組みのポイント

講師： 神奈川歯科大学歯学部
　　   特任教授 玉置 勝司氏
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＜長寿会員表彰＞（順不同・敬称略・年齢は2025年5月31日現在）

◆満80歳以上で会員歴20年以上（合計29名）
地区 年齢 氏名 地区 年齢 氏名 地区 年齢 氏名

横須賀市 80 三上 剛志 横浜市青葉区 80 伊藤 喜一 小田原市 80 山田 洋介

横須賀市 80 井上 忠孝 横浜市鶴見区 80 徳田 博正 川崎市宮前区 80 長又 義直

横浜市旭区 80 得平 卓彦 横浜市鶴見区 80 古賀 一誠 川崎市宮前区 80 山本 穣

横浜市旭区 85 多羅尾 和郎 横浜市鶴見区 85 野村 修三 川崎市川崎区 80 高良 憲光

横浜市金沢区 80 二瓶 東洋 横浜市南区 80 清水 保雄 川崎市多摩区 80 横田 嘉郎

横浜市金沢区 80 中村 勝年 横浜市南区 80 原 貞夫 相模原市中央区 80 菊池 信弥

横浜市金沢区 80 渡部 迪男 横浜市保土ケ谷区 80 今井 健 相模原市南区 80 山本 千鶴子

横浜市戸塚区 80 新海 行子 鎌倉市 80 又吉 勝男 大和市 80 境 敏秀

横浜市戸塚区 80 新海 毅 厚木市 80 後藤 典彦 藤沢市 82 白木 桃子

横浜市神奈川区 80 田中 勝 三浦市 80 今村 直樹

＜研究会精勤証授与＞
（合計30名） （参加回数順・敬称略）

地区 医科・歯科 氏名
参加
回数

相模原市南区 医科 小原 信夫 33

横浜市保土ケ谷区 医科 川﨑 博通 31

川崎市麻生区 歯科 山鹿 高義 29

横浜市神奈川区 歯科 水谷 成孝 27

平塚市 医科 堀江 忍 25

横浜市青葉区 医科 石神 昌昭 25

横浜市泉区 医科 野口 浩男 23

横浜市栄区 医科 中田 靖 23

横浜市旭区 医科 中田 譲 22

藤沢市 歯科 山﨑 俊義 22

横浜市鶴見区 医科 堀田 英夫 22

横浜市泉区 医科 三谷 和彦 21

横須賀市 医科 相馬 民太郎 21

横浜市金沢区 歯科 関口 武三郎 20

横浜市栄区 医科 水口 一郎 20

小田原市 医科 菱木 俊匡 19

地区 医科・歯科 氏名
参加
回数

横浜市泉区 医科 宮澤 要一朗 18

横浜市港北区 医科 岩森 基猛 18

横浜市都筑区 医科 笠間 正文 18

横浜市泉区 医科 有馬 瑞浩 18

川崎市幸区 歯科 池田 美智子 17

横浜市都筑区 歯科 村田 眞 17

藤沢市 医科 丹下 祐一 17

藤沢市 医科 及川 直樹 16

横浜市港北区 歯科 浜 いつ子 16

藤沢市 歯科 森谷 浩司 15

横浜市瀬谷区 医科 橋本 治 15

横浜市青葉区 医科 西山 玄洋 15

横浜市都筑区 医科 松原 貴規 15

横浜市港北区 医科 露木 俊 15

◆満70歳以上で会員歴10年以上（合計148名）
地区 年齢 氏名 地区 年齢 氏名 地区 年齢 氏名

綾瀬市 70 佐々木 淳一 横浜市中区 70 稲村 幹夫 川崎市宮前区 70 片山 昌美

伊勢原市 70 須藤 宣弘 横浜市中区 70 山中 修 川崎市幸区 70 真下 好勝

伊勢原市 70 大跡 典子 横浜市中区 70 猪狩 秀則 川崎市幸区 70 落合 尉裕

伊勢原市 70 小綿 一平 横浜市中区 70 下村 博武 川崎市高津区 70 山下 哲司

横須賀市 70 村瀬 俊 横浜市鶴見区 70 横山 喜一 川崎市高津区 70 緒方 庸男

横須賀市 70 濱田 慶一 横浜市鶴見区 70 古谷 正伸 川崎市高津区 70 上田 裕司

横須賀市 70 宮入 昌明 横浜市鶴見区 70 徳岡 敏一 川崎市高津区 70 泉 博一

横須賀市 74 吉田 信明 横浜市鶴見区 76 本田 まりこ 川崎市川崎区 70 望月 明子

横須賀市 70 鈴木 稔 横浜市鶴見区 70 河合 裕子 川崎市川崎区 70 望月 元博

横浜市旭区 70 土屋 穂秋 横浜市都筑区 70 森 義人 川崎市川崎区 70 倉田 眞行

横浜市磯子区 70 鎌田 一美 横浜市都筑区 70 小林 格 川崎市川崎区 70 内海 通

横浜市栄区 70 久保井 宏 横浜市都筑区 70 野澤 隆人 川崎市多摩区 70 古河 哲哉

横浜市栄区 70 濱田 薫 横浜市南区 70 内田 龍生 川崎市中原区 70 渡邊 富博

横浜市金沢区 70 池川 明 横浜市南区 70 宮田 隆一 川崎市中原区 70 加藤 和裕

横浜市金沢区 70 東邑 書憲 横浜市南区 70 粟津 修一 川崎市中原区 70 石井 晶子

横浜市戸塚区 70 山本 雅則 横浜市南区 70 池田 嘉宏 川崎市中原区 70 松下 勲夫

横浜市戸塚区 70 若杉 純一 横浜市南区 70 古野 久美子 川崎市中原区 70 藤村 昭子

横浜市戸塚区 70 藤原 誠一郎 横浜市南区 70 山田 芳輝 川崎市麻生区 70 小野木 恵子

横浜市戸塚区 70 小川 博康 横浜市保土ケ谷区 70 礒部 雅秀 相模原市中央区 70 羽田 和正

横浜市戸塚区 73 上田 隆博 横浜市保土ケ谷区 70 萩原 直行 相模原市中央区 70 林 玲子

横浜市港南区 70 前田 眞琴 横浜市保土ケ谷区 70 牧野 洋子 相模原市中央区 70 土屋 敦

横浜市港南区 70 岩白 均 横浜市保土ケ谷区 70 増田 光伸 相模原市南区 70 武宮 宗康

横浜市港南区 70 秀島 学 横浜市緑区 70 白井 仁之 相模原市南区 70 瀧島 常雅

横浜市港南区 70 漢那 顕 横浜市緑区 70 池田 信之 相模原市南区 70 加藤 茂樹

横浜市港北区 70 鈴木 悦朗 横浜市緑区 70 今福 淳 相模原市南区 75 鎌田 貢壽

横浜市港北区 70 大川 尚美 横浜市緑区 70 神田 健博 相模原市緑区 70 岡部 聰

横浜市港北区 70 岩波 正陽 海老名市 70 田村 嘉之 相模原市緑区 70 横田 行史

横浜市港北区 70 佐倉 肇 海老名市 70 濱田 芳郎 足柄下郡湯河原町 70 セティシャイ オパーシャイタッ

横浜市港北区 70 椎橋 俊介 鎌倉市 70 小林 一成 足柄下郡湯河原町 76 山口 寛

横浜市港北区 70 林 孝平 鎌倉市 70 下田 康介 大和市 70 向井 治文

横浜市港北区 70 井上 冬彦 鎌倉市 73 高橋 究 大和市 70 佐藤 壽男

横浜市港北区 70 國本 雅也 茅ヶ崎市 70 藤村 しづ子 大和市 70 芦田 治

横浜市神奈川区 70 松澤 秀樹 厚木市 70 吉川 広 大和市 70 齊藤 清一

横浜市神奈川区 70 陣内 洋 厚木市 70 原 武史 藤沢市 70 関本 健人

横浜市神奈川区 70 湯田 宏 厚木市 70 星 伸和 藤沢市 70 加藤 丈雄

横浜市神奈川区 70 末永 直 小田原市 70 雨宮 光 藤沢市 70 谷口 定路

横浜市神奈川区 70 山口 龍之進 小田原市 70 森井 敏彦 藤沢市 70 吉村 恵理子

横浜市神奈川区 83 郭 水泳 小田原市 70 渡邉 明人 藤沢市 70 満山 大吉

横浜市神奈川区 70 與儀 實夫 小田原市 71 菊地 泰人 藤沢市 70 上野 則之

横浜市瀬谷区 70 高畑 喜延 小田原市 70 高津 修 藤沢市 70 野村 毅

横浜市西区 70 増田 英明 秦野市 70 西本 喜胤 藤沢市 70 一戸 安範

横浜市青葉区 70 平元 周 秦野市 70 安部 雅夫 藤沢市 70 三浦 正彦

横浜市青葉区 70 木崎 宏史 秦野市 70 岩崎 克夫 藤沢市 70 小林 邦芳

横浜市青葉区 70 井本 崇晃 秦野市 70 鈴木 弘治 平塚市 70 菊池 英之

横浜市青葉区 70 北山 隆 逗子市 70 平田 佳代子 平塚市 70 三浦 敏洋

横浜市青葉区 70 江並 朝猛 逗子市 70 尾口 美知子 平塚市 70 松井 宏榮

横浜市青葉区 70 関山 和彦 逗子市 83 別府 穂積 平塚市 70 森 直樹

横浜市泉区 70 江口 幸壽千 川崎市宮前区 70 吉田 敦子 平塚市 75 須賀 孝夫

横浜市泉区 70 土屋 雅則 川崎市宮前区 70 川原 千鶴子

横浜市中区 70 三道 由起子 川崎市宮前区 70 里村 俊彰

同
法
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事
務
所
弁
護
士
・
河
田

彗
佑
、
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、
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・
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、
太
陽
生
命
保
険
株
式

会
社
推
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山
本
清
一
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同

社
部
長
代
理
・
渡
部
秀
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【
業
者
】

有
限
会
社
ホ
テ
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（
順
不
同
・
敬
称
略
）

（
順
不
同
・
敬
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略
）

【
自
治
体
】

川
崎
市
市
長
・
福
田
紀
彦
、
相

模
原
市
市
長
・
本
村
賢
太
郎
、

平
塚
市
市
長
・
落
合
克
宏
、
鎌

倉
市
市
長
・
松
尾
崇
、
藤
沢
市

市
長
・
鈴
木
恒
夫
、
小
田
原
市

市
長
・
加
藤
憲
一
、
茅
ヶ
崎
市

市
長
・
佐
藤
光
、
逗
子
市
市
長
・

桐
ケ
谷
覚
、
秦
野
市
市
長
・
高

橋
昌
和
、
厚
木
市
市
長
・
山
口

貴
裕
、
大
和
市
市
長
・
古
谷
田

力
、
伊
勢
原
市
市
長
・
萩
原
鉄

也
、
海
老
名
市
市
長
・
内
野
優
、

座
間
市
市
長
・
佐
藤
弥
斗
、
綾

瀬
市
市
長
・
橘
川
佳
彦
、
葉
山

町
町
長
・
山
梨
崇
仁
、
大
井
町

町
長
・
小
田
眞
一
、
山
北
町
町

長
・
湯
川
裕
司
、
箱
根
町
町
長
・

勝
俣
浩
行
、
湯
河
原
町
町
長
・

内
藤
喜
文

【
医
師
会
】

相
模
原
市
医
師
会
会
長
・
細
田
稔

【
医
療
関
係
団
体
】

神
奈
川
県
理
学
療
法
士
会
会

長
・
内
田
賢
一
、
神
奈
川
県
臨

床
工
学
技
士
会
会
長
・
大
石
竜

【
友
誼
団
体
】

神
奈
川
県
原
爆
被
災
者
の
会
会

長
・
丸
山
進
、
神
奈
川
自
治
体

問
題
研
究
所
理
事
長
・
山
崎
圭

一
、
横
浜
市
社
会
保
障
推
進
協

議
会

【
生
命
保
険
会
社
】

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社

社
長
・
永
島
英
器
、
富
国
生
命

保
険
相
互
会
社
代
表
取
締
役
社

長
・
渡
部
毅
彦
、
太
陽
生
命
保

険
株
式
会
社
取
締
役
専
務
執
行

役
員
・
下
屋
敷
縁

【
保
団
連
・
各
協
会
】

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
、
北

海
道
保
険
医
会
、
岩
手
県
保
険

医
協
会
、
宮
城
県
保
険
医
協
会
、

秋
田
県
保
険
医
協
会
、
山
形
県

保
険
医
協
会
、
福
島
県
保
険
医

協
会
、
茨
城
県
保
険
医
協
会
、

栃
木
県
保
険
医
協
会
、
群
馬
県

保
険
医
協
会
、
千
葉
県
保
険
医

協
会
、
東
京
保
険
医
協
会
、
東

京
歯
科
保
険
医
協
会
、
福
井
県

保
険
医
協
会
、
岐
阜
県
保
険
医

協
会
、
静
岡
県
保
険
医
協
会
、

愛
知
県
保
険
医
協
会
、
三
重
県

保
険
医
協
会
、
滋
賀
県
保
険
医

協
会
、
京
都
府
保
険
医
協
会
、

京
都
府
歯
科
保
険
医
協
会
、
大

阪
府
保
険
医
協
会
、
大
阪
府
歯

来
賓
来
賓
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

【
医
師
会
・
歯
科
医
師
会
】

横
浜
市
医
師
会
会
長
・
戸
塚
武

和
、
厚
木
医
師
会
会
長
・
三
宅

正
敬
、
横
浜
市
青
葉
区
医
師
会

会
長
・
山
本
俊
夫
、
横
浜
市
旭

区
医
師
会
会
長
・
岡
田
孝
弘
、

横
浜
市
神
奈
川
区
医
師
会
会

長
・
岩
田
篤
人
、
横
浜
市
港
北

区
医
師
会
会
長
・
鈴
木
悦
朗
、
横

浜
市
栄
区
医
師
会
会
長
・
内
山

智
明
、
横
浜
市
瀬
谷
区
医
師
会

会
長
・
武
岡
裕
文
、
横
浜
市
都
筑

区
医
師
会
会
長
・
深
澤
立
、
横
浜

市
南
区
医
師
会
会
長
・
東
都
千

<功労者表彰>（順不同・敬称略）

◆役員（合計2名）
役職 氏名 医科・歯科 在任年数 就任の年

副理事長 竹下 義仁 歯科 5期10年 2015年

理事 井上 惠美 歯科 5期10年 2015年

◆評議員（合計15名）
地区 氏名 医科・歯科 在任年数 就任の年

横浜―北 池田 威 医科 10期20年 2005年

横浜―東南 清水 保雄 医科 10期20年 2005年

横浜―東南 若栗 直子 医科 10期20年 2005年

県央 髙野 恵雄 医科 10期20年 2005年

西湘 須田 民男 医科 10期20年 2005年

川崎 宮脇 誠 医科 5期10年 2015年

横浜―北 葉 紹誠 歯科 5期10年 2014年

横浜―東南 別部 智司 歯科 5期10年 2014年

横浜―東南 羽田 京太郎 歯科 5期10年 2014年

横浜―東南 佐藤 恭道 歯科 5期10年 2015年

横浜―西南 石川 茂樹 歯科 5期10年 2014年

横浜―西南 藤倉 純子 歯科 5期10年 2014年

湘南 土屋 忠久 歯科 5期10年 2015年

湘南 松井 静 医科 5期10年 2015年

相模原 伊藤 淳 医科 5期10年 2015年

※ 研究会精勤証とは、研究部・学術部・歯科研

究部の開催する研究会に2024年6月から25年

5月までの1年間で15回以上参加していただ

いた先生を対象に発行する認定証です（2023

年度より10回⇒15回へ変更となりました）。

春
、
宮
前
区
医
師
会
副
会
長
・

亀
谷
雄
一
郎
、
横
浜
市
旭
区
歯

科
医
師
会
会
長
・
江
口
康
久
万

【
医
療
関
係
団
体
】

神
奈
川
県
病
院
協
会
会
長
・
吉

田
勝
明
、
神
奈
川
県
作
業
療
法

士
会
会
長
・
神
保
武
則
、
神
奈
川

県
栄
養
士
会
会
長
・
西
宮
弘
之

【
友
誼
団
体
】

神
奈
川
県
医
療
労
働
組
合
連
合

会
書
記
長
・
柏
木
哲
哉
、
神
奈
川

県
建
設
労
働
組
合
連
合
会
書
記

次
長
・
内
藤
賢
介
、
川
崎
公
害

病
患
者
と
家
族
の
会
会
長
・
丹

操
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
な
が
わ
総

合
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
副
理
事

長
・
山
崎
圭
一
、
神
奈
川
県
労

働
組
合
総
連
合
議
長
・
住
谷
和

典
、
神
奈
川
土
建
一
般
労
働
組

合
理
事
長
・
益
田
修
次
、
神
奈

川
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会
事

務
局
長
・
根
本
隆
、
神
奈
川
県

建
設
連
合
国
民
健
康
保
険
組
合

理
事
長
・
益
田
修
次
、
神
奈
川

税
経
新
人
会
会
長
・
益
子
道
子

【
顧
問
】

馬
車
道
法
律
事
務
所
弁
護
士
・

佐
伯
剛
、
同
法
律
事
務
所
弁
護

士
・
小
賀
坂
徹
、
同
法
律
事
務

所
弁
護
士
・
中
込
竜
司
、
同
法

律
事
務
所
弁
護
士
・
菊
池
遼
、

科
保
険
医
協
会
、
兵
庫
県
保
険

医
協
会
、奈
良
県
保
険
医
協
会
、

和
歌
山
県
保
険
医
協
会
、
鳥
取

県
保
険
医
協
会
、
島
根
県
保
険

医
協
会
、広
島
県
保
険
医
協
会
、

山
口
県
保
険
医
協
会
、
香
川
県

保
険
医
協
会
、
愛
媛
県
保
険
医

協
会
、
高
知
保
険
医
協
会
、
福

岡
県
保
険
医
協
会
、
佐
賀
県
保

険
医
協
会
、
長
崎
県
保
険
医
協

会
、
熊
本
県
保
険
医
協
会
、
大

分
県
保
険
医
協
会
、
宮
崎
県
保

◆休保委員（合計1名）

地区 氏名 医科・歯科 在任年数 就任の年

横浜市港北区 藤田 敬一 医科 15期30年 1995年

◆部員（合計1名）

役職 氏名 勤続年数 在任年数 就任の年

歯科保険診療対策部 井上 達雄 歯科 10期20年 2005年

険
医
協
会
、
鹿
児
島
県
保
険
医

協
会
、
沖
縄
県
保
険
医
協
会

生
花
生
花
（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）

横
浜
市
医
師
会
会
長
・
戸
塚
武
和
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Panasonic 宅配ボックスPanasonic 宅配ボックス
COMBO-LIGHT COMBO-LIGHT 

ミドルタイプミドルタイプ
横浜市鶴見区　小泉 聡先生横浜市鶴見区　小泉 聡先生

小
沼
小
沼 

博
先
生

博
先
生

児
島
児
島 

真
一
先
生

真
一
先
生

前
原
前
原 

寛
子
先
生

寛
子
先
生

山
口
山
口 

景
子
先
生

景
子
先
生

▲（左から） 横浜市医師会・戸塚 武和▲（左から） 横浜市医師会・戸塚 武和会長会長、厚木医師会・三宅 正敬、厚木医師会・三宅 正敬会長会長、横浜市青葉区医師会・山本 俊夫、横浜市青葉区医師会・山本 俊夫会長会長、、
　　　　　　横浜市旭区医師会・岡田 孝弘　　　　　　横浜市旭区医師会・岡田 孝弘会長会長、横浜市神奈川区医師会・岩田 篤人、横浜市神奈川区医師会・岩田 篤人会長会長、横浜市港北区医師会・鈴木 悦朗、横浜市港北区医師会・鈴木 悦朗会長会長

▲▲（左から）横浜市栄区医師会・内山 智明（左から）横浜市栄区医師会・内山 智明会長会長、横浜市瀬谷区医師会・武岡 裕文、横浜市瀬谷区医師会・武岡 裕文会長会長、横浜市都筑区医師会・深澤 立、横浜市都筑区医師会・深澤 立会長会長、、
　　　　　　横浜市南区医師会・東都 千春　　　　　　横浜市南区医師会・東都 千春会長会長、横浜市旭区歯科医師会・江口 康久万、横浜市旭区歯科医師会・江口 康久万会長、神奈川県病院協会・吉田 勝明会長、神奈川県病院協会・吉田 勝明会長会長

懇親会懇親会

山
鹿
山
鹿 
高
義
先
生

高
義
先
生

　

こ
の
度
は
、
長
寿
会
員
の
お
祝
い
を
し
て

戴
き
ま
し
て
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

八
十
歳
と
い
い
ま
す
と
、
現
在
、
ほ
ぼ
日

本
人
男
性
の
平
均
寿
命
（
八
十
一
・
〇
九
歳
）

に
な
り
ま
す
。

　

私
も
い
つ
ま
で
元
気
で
い
ら
れ
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
が
、
も
う
し
ば
ら
く
地
域
医
療
の

た
め
に
、
お
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

私
は
四
十
六
年
前
、
横
浜
市
南
区
に
整
形

外
科
医
院
を
開
業
後
、
保
険
医
協
会
に
入
会

し
、
勉
強
会
の
座
長
や
講
演
会
の
司
会
を
し

た
り
、
積
極
的
に
活
動
に
参
加
し
て
参
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
評
議
員
、
休
業
保
障
委
員

会
の
委
員
長
を
長
ら
く
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

医
師
も
残
念
な
が
ら
病
に
倒
れ
た
時
に

は
、
休
業
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
委
員
会
と

し
て
先
生
方
の
書
類
を
審
査
し
、
可
能
な
限

り
加
入
者
の
身
に
な
っ
て
案
件
を
処
理
し
て

参
り
ま
し
た
。

　

様
々
な
Ｉ
Ｔ
技
術
な
ど
の
進
歩
、
導
入
に

追
い
つ
け
ず
、
閉
院
を
選
択
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
開
業
医
も
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ

う
で
す
。

　

今
後
、
老
齢
医
師
に
も
優
し
い
医
療
環
境

で
あ
り
ま
す
様
に
、
願
っ
て
お
り
ま
す
。

8080

横
浜
市
南
区
　

横
浜
市
南
区
　
原　

貞
夫

原　

貞
夫

長
寿
会
員
表
彰
（
　
歳
）

長
寿
会
員
表
彰
（
　
歳
）

長
寿
会
員
表
彰
者
か
ら
の
一
言

長
寿
会
員
表
彰
者
か
ら
の
一
言

　

思
い
起
こ
せ
ば
１０
年
前
に
評
議
員
に
任
命

さ
れ
て
以
来
、
本
会
の
総
会
や
評
議
員
会
な

ど
、
重
要
な
決
議
に
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
会
議
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る
こ

と
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
あ
る
時
、
事
務
局
の
方
々
が
ス
ム
ー
ズ

な
運
営
を
し
て
く
れ
て
い
る
こ
と
に
気
が
付

き
ま
し
た
。
他
の
各
種
会
議
の
会
場
設
営
も
、

い
つ
も
落
ち
度
な
く
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
私
事
に
な
り
ま
す
が
、
保
団
連
医

療
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
発
表
の
準
備
や
、
歯

科
・
口
腔
外
科
領
域
の
漢
方
研
究
会
の
講
演

中
に
、
Ｐ
Ｃ
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
際
も
事
務
局
の
迅
速
な

対
応
で
、
滞
り
な
く
講
演
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

評
議
員
に
な
っ
て
み
て
、
一
般
会
員
の
時

に
は
気
が
付
か
な
か
っ
た
こ
と
で
、
事
務
局

が
い
つ
も
ス
ム
ー
ズ
な
運
営
の
た
め
に
、
努

力
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
が
付
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

今
で
は
優
秀
な
事
務
局
に
感
謝
し
つ
つ
、

ス
ム
ー
ズ
な
会
議
に
臨
ん
で
い
ま
す
。

横
浜
市
港
南
区
　

横
浜
市
港
南
区
　
別
部　

智
司

別
部　

智
司

功
労
者
表
彰

功
労
者
表
彰

本
会
会
務
に
お
け
る

本
会
会
務
に
お
け
る

素
晴
ら
し
き
事
務
局

素
晴
ら
し
き
事
務
局

相
模
原
市
南
区
　

相
模
原
市
南
区
　
鎌
田　

貢
壽

鎌
田　

貢
壽

長
寿
会
員
表
彰
（
　
歳
）

長
寿
会
員
表
彰
（
　
歳
）

長
寿
会
員
表
彰
受
賞
者
の

長
寿
会
員
表
彰
受
賞
者
の

一
人
と
し
て

一
人
と
し
て

7070

　

今
回
、
百
七
十
六
名
の
皆
様
と
と
も
に
長

寿
会
員
表
彰
を
受
賞
致
し
ま
し
た
こ
と
を
心

よ
り
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

　

私
の
内
科
医
と
し
て
の
診
療
は
五
十
年
目

に
入
り
ま
し
た
。
五
十
年
前
の
疾
患
の
理
解

や
薬
剤
を
振
り
返
る
と
、
今
日
の
医
学
・
医

療
の
進
歩
に
は
驚
嘆
致
し
ま
す
。
糖
尿
病
、

高
血
圧
の
治
療
薬
を
見
て
も
、
発
症
機
序
に

基
づ
く
多
く
の
薬
剤
が
開
発
さ
れ
て
、
血
糖

値
や
血
圧
の
正
常
化
が
可
能
に
な
り
ま
し

た
。
他
の
多
く
の
分
野
も
同
様
で
、
最
新
の

知
識
を
吸
収
し
て
使
用
す
る
こ
と
で
患
者
さ

ん
の
状
態
を
大
き
く
改
善
さ
せ
、
病
気
の
進

行
の
停
止
、
治
癒
さ
え
望
め
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
に
臨
床
医
と
し
て
働
け

る
楽
し
さ
と
喜
び
は
、
診
療
を
続
け
る
原
動

力
に
な
り
ま
す
。受
賞
者
の
皆
様
と
と
も
に
、

長
年
の
経
験
に
新
し
い
知
識
を
加
え
て
、
今

後
も
患
者
さ
ん
の
人
生
を
支
援
し
て
ゆ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
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　質問項目

公
明
党

国
民
民
主
党

参
政
党

社
会
民
主
党

自
由
民
主
党

日
本
維
新
の
会

日
本
保
守
党

日
本
共
産
党

【問1】2026年度診療報酬の改定率

無回答 無回答 無回答

プラス改定

すべき

（+3％程度）

無回答 無回答 無回答

プラス改定

すべき

（+2％以上）

【問2】国庫負担の割合 増やす必要

あり

増やす必要

あり

【問3】受診時の窓口負担 軽減すべき 軽減すべき

【問4】OTC類似薬の保険給付 その他

今まで通り

保険で給付

すべき

【問5】健康保険証の新規発行停止

従来の保険

証も使い続

けられるよ

うにすべき

従来の保険

証も使い続

けられるよ

うにすべき

【問6】「損税」の解決方法
課税化して

ゼロ税率を

適用

課税化して

ゼロ税率を

適用

【問7】国としての小児医療費助
成制度の創設について

創設すべき

対象年齢：
18歳まで

所得制限：
なし

一部負担金：
なし

創設すべき

対象年齢：
18歳まで

所得制限：
なし

一部負担金：
なし

【問8】有機フッ素化合物PFASの
基準値

欧州・米国

並みに引き

上げるべき
（基準を厳し

くすべき）

欧州・米国

並みに引き

上げるべき
（基準を厳し

くすべき）

【問9】第7次エネルギー基本計画にお
ける、従来の「原発依存度を低減する」
という表現が削除されたことについて

※1 ※2

政
党
名

　7月20日投開票の参議院選挙にあたり、協会は各政党・会派に対し9項目のアンケートを実施した。アンケートの実施期間は6月10日～6月　7月20日投開票の参議院選挙にあたり、協会は各政党・会派に対し9項目のアンケートを実施した。アンケートの実施期間は6月10日～6月

26日とし、FAX、返信用封筒またはメールで回答とした。26日とし、FAX、返信用封筒またはメールで回答とした。

　依頼文には、期日までの未回答は「無回答」と解すること、結果は協会機関紙等で公表する旨を明記した。アンケートは6月10日付で総　依頼文には、期日までの未回答は「無回答」と解すること、結果は協会機関紙等で公表する旨を明記した。アンケートは6月10日付で総

務省に届出のある下記11党に送付した（務省に届出のある下記11党に送付した（下表下表はあいうえお順）。はあいうえお順）。

2025参議院選挙 2025参議院選挙 政党アンケート結果政党アンケート結果

質問項目【問1】次期（2026年度）診療報酬の改定率についてどのようにお考えですか。〈プラス改定すべき／マイナス改定とすべき／現状維持（±0％）／その他〉【問

2】公的医療費に占める「国庫負担」割合（25.3％・2021年度）についてどのようにお考えですか。〈増やす必要あり／今のままでよい／減らす必要あり／その他〉【問3】

受診時の窓口負担（現役世代：3割）について、どのようにお考えですか。〈軽減すべき／今のままでよい／増やすべき／その他〉【問4】OTC類似薬（風邪薬、痛み止め、

消化器官用薬等）の保険給付についてどのようにお考えですか。〈今まで通り保険で給付すべき／保険給付から除外すべき／その他〉【問5】従来の健康保険証の新規発行

が停止されましたが、このことについて、どのようにお考えですか。〈マイナ保険証に一本化すべき／従来の保険証も使い続けられるようにすべき／その他〉【問6】医療

は非課税のため、医療機関が最終消費者となり仕入れ分の消費税を負担する「損税」が発生しています。この解決方法をどの様にお考えですか。〈課税化してゼロ税率を

適用／課税化して軽減税率を適用／課税化して現行税率で徴収／非課税のまま診療報酬で補填／その他〉【問7】国としての小児医療費助成制度の創設についてどのよう

にお考えですか。〈創設すべき（対象年齢／所得制限／一部負担金）／現状の枠組み（市町村制度）で対応すべき／その他〉【問8】有機フッ素化合物PFASに対し各国が

厳しい基準値を設ける中、日本における基準値をどのようにお考えですか。〈欧州・米国並みに引き上げるべき（基準を厳しくすべき）／現状の数値で運用／その他〉【問

9】「第7次エネルギー基本計画」において、従来の「原発依存度を低減する」という表現が削除され原発回帰したことについて、お考えをお聞かせください。

み
ん
な
で
つ
く
る
党

立
憲
民
主
党

れ
い
わ
新
選
組

無回答

プラス改定

すべき

プラス改定

すべき

その他※3 増やす必要

あり

その他※3 軽減すべき

その他※3

今まで通り

保険で給付

すべき

その他※3

従来の保険

証も使い続

けられるよ

うにすべき

その他※3 その他※4

その他※3

創設すべき

対象年齢：
18歳まで

所得制限：
なし

一部負担金：
なし

その他※3

欧州・米国

並みに引き

上げるべき
（基準を厳し

くすべき）

※3 ※4

※1　社会民主党

問9： 原発はすみやかに全廃すべし

※2　日本共産党

問9： 世界有数の地震国・津波国日本で「原発回帰」すること

は、福島原発事故や能登半島の地震から見ても無謀で

す。原発は廃止すべきです。原発ゼロ、石炭火力からの

撤退、再エネ導入と省エネを強力にすすめ、「脱炭素」、

気候危機打開に取り組むべきだと考えます。

※3　立憲民主党

問2： 医療保険制度全体の安定的な運営と格差是正のため、保

険者間の負担の公平化、国民健康保険の都道府県単位化

の適切な推進などを図るべきです。

問3： 誰もが必要とするベーシックサービスは、必要なときに

ためらわずに利用できるよう、窓口などでの自己負担の

適正化を目指すべきです。

問4： 国民皆保険を堅持し、安定した医療保険制度をつくる観

点、誰もが必要な医療を受けられるようにする観点、医

療保険財政に与える影響の観点などから検討すべきで

す。

問5： 従来の健康保険証の新規発行を再開し、国民の不安を払

拭するなど一定の条件が整うまでの間、マイナ保険証と

の併用を可能とすべきです。

問6： 医療機関の控除対象外消費税問題を解消するため、診療

報酬への補填を維持した上で、新たな税制上の措置を早

期に講じます。

問7： 国のナショナルミニマムとして統一的な医療費助成制度

を検討すべきです。

問8： PFAS汚染問題は、生きる上で基本となる安全な水の確

保の問題です。国民の健康と安全を守る立場として、汚

染源特定のためにモニタリングの強化を図るとともに、

広く血液検査を行い、PFASの血中濃度が高い場合に相

談や支援につながる仕組みを設け、これ以上のPFAS汚

染の拡大防止と市民の不安の解消を目指します。また、

PFASは多くの製品等に使用されてきたことから、関係

する省庁が多く、主導的に取り組む省庁がないことか

ら、省庁間の連絡会議などを設けるとともに、PFAS問

題に政府が責任をもって取り組む体制をつくります。

問9： 地域ごとの特性を生かした再生可能エネルギーを基本と

する分散型エネルギー社会を構築し、原子力エネルギー

に依存しない原発ゼロ社会を一日も早く実現すべきと

考えます。

※4　れいわ新選組

問6： 消費税は仕入れ税額控除の仕組みがきわめて複雑であり

それ自体を廃止すべきと考えます。

問9： 原発事故への反省をこれ以上もなくひどいやり方でかな

ぐり捨てており強い怒りを覚えている。地震大国日本で

原発推進はあり得ないと考える。

 （標記の政党名は6月25日現在）
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